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　笠間市では、人口減少や少子高齢化をはじめ、空家・空地や耕作放棄地の増加など、様々な課題を抱えています。
これらの課題はお互いに関連しているため、ひとつずつ取り組むだけでなく、包括的に取り組むことで、時代にあっ
た笠間らしいまちづくりにつなげる、新たな取り組みを始めました。

特 集 まちの未来を考える

減少

用途地域

増加

凡例

平成22年（2010年）と
平成52年（2040年）の

人口比較

笠間のいな吉Ｒ

笠間特別観光大使

僕もお手伝い
するよ！

第1
回

　まちづくりナビでは、皆さんの暮らしに関わるまちづくりの動向
について、シリーズでお知らせしていきます。

500m四方の枠が表示されていない
場所は、山林など、人が居住してい
ない場所です。
出典：�国土数値情報�500mメッシュ別�

将来推計人口（H29国土交通省推計）
※�平成22年（2010年）の国勢調査人口と
平成52年（2040年）の将来人口を比較
し、500ｍ四方の増減数を階級区分で
図示しています。
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笠間市の人口推移と予測

出典： 国勢調査（平成2年～平成27年）
 国立社会保障・人口問題研究所
 「日本の地域別将来推計人口（平成25（2013）年3月推計）」
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H27年
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13.6％13.6％
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51.4％51.4％

9.1％9.1％

28.4％28.4％

59.5％59.5％

12.1％12.1％

総人口82,358人（ピーク時）

65歳以上の
人口が増加
65歳以上の
人口が増加

15歳未満の
人口が減少
15歳未満の
人口が減少

15歳未満 15歳以上65歳未満 65歳以上

・�市全体の人口は平成12年(2000年)をピークに減少して
います。
・65歳以上の人口は増加しています。
・15歳未満の人口は減少しています。
・�平成52年(2040年)には、人口は6万人を割り込み、特に
用途地域内での減少が著しくなります。
・�用途地域外で将来的に人口増加が想定される地域があ
ります。

笠間市の人口推移の特徴

笠間市の様子（一例） 　皆さんがふだん暮らしている中で、もし心当たりがあったら、
それはまちの力が弱くなっているサインかもしれません。

⬅ この状況を止めるため、次のように取り組みます。

特 集 まちの未来を考える

生活利便性の低下 都市の魅力の低下

　日常生活における「生活利便性が低下」することや、自然や歴史・文化など笠間市の特徴が損なわ
れることで、「都市の魅力の低下」を招いてしまいます。

日常のふとした気づき、それって「まち」からのSOSかも…！

公 共 交 通 商 店 街

空 家 ・ 空 地 耕 作 放 棄 地

どこに行くにもマイ
カーだから、気にしな
かったけど、路線バスっ
て少なくなった？

車で移動できなくなっ
たとき、バスや電車と
いった公共交通が充実し
ていないと、移動が困難
になります。

近所のおうち、誰も住ん
でないし、管理もされて
ないみたい

空家や空地の増加
は、見た目としても良
いものでなく、倒壊の
危険性や、治安の悪化
が懸念されます。

お店が閉まっていて、
なんだかさびしいな
・・・

　商店が減少すると、
日常生活の利便性や、
まち全体の魅力の低下
につながります。

向かいの畑、最近使って
ないみたいで荒れ放題に
なってるなぁ

雑草や害虫が増え、周辺
の農地に影響をもたらした
り、ゴミの不法投棄につな
がったりします。

まちづくりの大きな課題に…

このままだと
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　笠間市には、魅力ある資源がたくさんあります。これらを生かすことで「まちの力」をアップしよう
と考えています。そのために「立地適正化計画｣と 「景観計画｣を連動させる独自の考え方で、今よりもっ
と住みやすく、もっと魅力的なまちづくりを目指します。

｢あつめる｣｢つなぐ｣｢魅力を高める｣
をキーワードとして、市全体の魅力向上に取り組んでいきます。

笠間市は「地域資源の宝庫」です。

・�日本三大稲荷のひとつである
笠間稲荷神社や、笠間焼、東
京駅などにも使用されている
稲田みかげ石など、魅力を持った
資源がたくさんあります。

・�愛宕山や涸沼川などの自然に恵まれて
います。

・�高速道路のICはスマートインターも
含め4か所あり、鉄道駅は6駅を擁す
る交通利便性の良いまちです。

笠間市の
魅力

自然

歴史産業

文化 暮らし

愛宕山

笠間稲荷神社

笠間の菊まつり
笠間の陶炎祭
笠間芸術の森公園

稲田みかげ石

笠間焼

栗

駅 鉄道

稲田神社楞厳寺
笠間城跡

高速道路

医療施設

ホタル 佐白山

野口池
ヒメハルゼミ

涸沼川

地域の暮らし

市街地の暮らし

市街地の魅力アップ
・�中心となる市街地に、商業施設や病
院などを集めた、利便性の高いまち
・�市民みんなが集まりやすい、交通の
ターミナル
・�まちの中心にふさわしい、賑わいや
活気、おもてなしにマッチした景観

笠間市全体の
魅力アップ！

まちの魅力がアップすれば、ずっと住んでいたいまちになるね。

地域の魅力アップ
・�コンビニや小規模な商店、金融機関、
診療所などの生活拠点機能を維持　
・�笠間市の歴史、文化、自然などのシン
ボル的な資源を生かした多様な交流
・�豊かな自然や農業、歴史、文化と調
和する美しい景観形成
・�鉄道やバスなどで地域と市街地との
つながりの向上
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今後に向けて
　笠間市では、立地適正化計画は平成31年度、景観計画は平成32年度を目標に策定を進めています。
　「広報かさま」への不定期連載となりますが、随時、この『まちづくりナビ』で、二つの計画についてお知らせし
ていきます。

まちづくりの課題▶

まちづくりの
キ ー ワ ー ド

想定される
効果

効果実現のために
取り組む計画

生活利便性の低下 都市の魅力の低下

あつめる

立地適正化計画

つなぐ 魅力を
高める

■市街地や拠点に、人や産業を集積
■市街地と各地域のネットワークを形成
■市街地と地域拠点の連携
■地域の特性・個性を生かした景観保全
■魅力ある歴史的・自然的景観の保全向上

・�空家や空地が減少し、まちにはいつ
も活気があり、人や物やお金が集積

・�公共交通が維持され、通勤・通学や
買物などの日常生活の利便性向上

・�鉄道や道路の充実により、市内外へ
の移動も安全快適

・�店舗や病院などのサービス施設がま
とまって立地し、日常生活は市街地
で完結可能

・�地域に根付いた笠間市らしさの醸成

・市民の郷土愛や誇りの増進

・�幅広い年齢層や多様な目的を持った
観光客の増加

・�豊かな自然や農業、歴史、文化などの
地域資源と調和する美しい景観形成

・�まちの中心部の賑わいや活気のある
景観形成

・歴史、文化、自然の守り手の増加

医療・福祉施設、商業施設や住居等を
特定の区域にゆるやかに誘導するほか、
公共交通等による市街地や各種拠点の
連携を促進するための計画

景観計画
地域固有の歴史、文化、自然といった資源
を美しく保ち、高め、新たに創造していく
ことにより、市全体の魅力向上や活性化
につなげるための計画

【問い合わせ】都市計画課（内線586）

特 集 まちの未来を考える
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3
月
23
日
か
ら
甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
る
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
石
岡
第
一
高
等
学
校

（
21
世
紀
枠
）
が
出
場
し
ま
す
。
野
球
部
に
は
笠
間
市
出
身
の
部
員
が
5
名
所
属
し
て
い
て
、

関
東
大
会
に
も
出
場
す
る
な
ど
力
を
つ
け
て
き

て
い
ま
す
。

　

昨
秋
の
県
大
会
で
は
、
岩
間
中
学
校
出
身
の

小
松
崎
駿
君
（
投
手
／
右
右
）
が
一
年
生
で
二
番

手
の
投
手
な
が
ら
、
2
回
戦
を
先
発
、
3
回
戦

を
リ
リ
ー
フ
で
登
板
す
る
な
ど
の
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。
小
松
崎
君
は
、「
甲
子
園
で
は
、
ま
ず

一
勝
。
出
場
校
は
格
上
な
の
で
、
挑
戦
者
と
し

て
挑
ん
で
い
き
た
い
。」
と
思
い
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
青
少
年
教
育
や
道
徳
倫

理
に
つ
い
て
講
演
を
行
う
白し

ら
か
わ川
好よ
し
み
つ光
さ

ん
（
埼
玉
県
三
郷
市
在
住
）
が
、
自
身

の
著
書
「
人
生
の
教
科
書
」
を
市
内
各

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
や
高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
な
ど
に
寄
贈
す
る
た
め

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

白
川
さ
ん
は
、
若
者
に
対
し
、「
今

何
が
大
切
で
ど
う
生
き
る
べ
き
な
の

か
。」
保
護
者
や
学
校
に
は
、「
家
庭
教

育
が
一
番
大
切
だ
。」と
い
う
こ
と
を
伝

え
、
現
実
の
厳
し
さ
に
立
ち
向
か
う
勇

気
と
希
望
を
与
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
書
籍
は
、
各
学
校
お
よ

び
市
立
図
書
館
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

若
者
へ
エ
ー
ル
を

込
め
て

右から白川さん、今泉教育長

12
22

　

笠
間
市
は
茨
城
県
と
合
同
で
図
上
型

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
図
上
型
防

災
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
時
の
迅
速
な

初
動
体
制
の
確
立
と
適
切
な
災
害
対
策

本
部
の
運
営
を
図
る
た
め
の
訓
練
で

す
。

　

訓
練
は
、
一
定
の
シ
ナ
リ
オ
は
あ
る

も
の
の
刻
々
と
状
況
が
変
化
す
る
中

で
、
臨
機
応
変
に
所
管
の
作
業
を
こ
な

し
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
き
ま
し
た
。

災
害
は
想
定
外
の
事
案
が
起
き
る
こ
と

も
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
っ
た
く
シ

ナ
リ
オ
に
な
い
事
案
を
投
入
し
、
情
報

が
な
い
中
で
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
を
試
し
ま

し
た
。

茨
城
県
と
笠
間
市
の

連
携

図
上
型
防
災
訓
練訓練の様子（笠間市側）

2
13

　

実
力
日
本
一
の
作
家
を
選
ぶ
公
募
展
と
言

わ
れ
る
、
第
25
回
日
本
陶
芸
展
の
審
査
会
が

開
催
さ
れ
、
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
最
高
位
の
大
賞
・
桂
宮
賜
杯
に
は

五ご
み味
謙け
ん
じ二
さ
ん
（
特
任
教
授
）、
文
部
科
学
大

臣
賞
に
は
ア
イ
ザ
ワ
リ
エ
さ
ん
（
卒
業
生
）

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
、
教
員
と
教
え
子
の

W
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
陶
芸
展
は
全
国
4
か
所
で
開
催
さ

れ
、
笠
間
市
で
は
4
月
下
旬
か
ら
茨
城
県
陶

芸
美
術
館
で
開
催
予
定
で
す
。

笠
間
陶
芸
大
学
校
の
教
授
と
教
え
子
が
W
受
賞

左から、五味さん、アイザワさん

1
25

岩
間
中
学
校
出
身
の
小こ
ま
つ
ざ
き
松
崎 

駿し
ゅ
ん君

選
抜
高
校
野
球
大
会
出
場
へ

小松崎 駿くん

2
17
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笠
間
市
統
計
協
会
副
会
長
の
菅す
が
い井�

亘わ
た
るさ
ん
（
大
橋
地
区
）
が
、
統

計
調
査
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

1
9
9
8
年
か
ら
2
0
1�

7
年
ま
で
の
間
、
経
済
産
業

省
所
管
の
統
計
調
査
に
23
回

も
携
わ
っ
て
い
て
、「
大
い

に
励
み
に
な
る
。
こ
れ
か
ら

も
で
き
る
だ
け
統
計
調
査
員

と
し
て
従
事
し
て
い
き
た

い
。」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

体験談を語る谷中碧さん

　

ト
モ
ア
で「
多
様
な
働
き
方　

笠
間
ス
タ
イ
ル　

事
業
者
向
け
情

報
交
換
会
」
が
行
わ
れ
、
市
内
の

事
業
者
11
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
試
験
的
に
子
連
れ
出
勤

を
行
っ
た
ヨ
ガ
講
師
の
谷や

な
か中�

碧み
ど
りさ

ん
は
、「
子
連
れ
出
勤
を
す
る
こ
と

で
、
周
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
ま
し
た
。
子
ど
も
を
産

ん
で
も
、
子
連
れ
で
楽
し
く
働
け

る
、
と
い
う
こ
と
を
今
後
も
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。」
と
思
い
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

働
き
な
が
ら
子
育
て
す
る
に

は
、
職
場
や
家
庭
の
理
解
や
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
・
み
ん
な
が
住
み
よ
い
ま
ち
を

目
指
し
て
、
多
様
な
働
き
方
を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

1
25

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

「
あ
た
ご
」
の
開
館
1
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
、「
A
T
A
G
O
―
フ
ェ

ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓
や
ダ

ン
ス
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く

の
方
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

館
長
の
石
田
さ
ん
は
「
こ
の
1

年
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
少
し

ず
つ
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
親
し
ま
れ
る
場
と
し
て

多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
え

れ
ば
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

開
館
1
周
年
の
感
謝
を
込
め
て

土師淡島太鼓教室のメンバーによる太鼓披露

1
14

　

泉
・
南
部
巴
川
流
域
守
る
会

が
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

部
門
で
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
、
草
刈
り
・
植
栽
等

の
環
境
整
備
や
、
水
質
や
生
物

の
調
査
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
長
は「
農
村
環
境
の
た

め
の
積
極
的
・
効
果
的
な
活
動

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
皆
さ
ん
に
対
し
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

美
し
い

美
土
里
づ
く
り

に
貢
献

左から、友
と も べ

部靖
や す お

雄さん、山口市長、岡
お か の

野博
ひろゆき

之さん、柳
やなぎはらまさゆき

原正之さん

2
18

菅井さん

経
済
産
業
大
臣
表
彰
を
授
与

1
22

　

笠
間
工
芸
の
丘
に
新
し
い
空
間

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

英
国
風
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具

で
整
え
ら
れ
た
こ
の
空
間
は
、
陶

器
な
ど
の
ア
ー
ト
作
品
と
パ
テ
ィ

シ
エ
の
作
り
だ
し
た
洋
菓
子
が
共

演
す
る
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
は
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ

で
入
れ
る
ト
ア
ル
コ
ト
ラ
ジ
ャ
。

　

洋
菓
子
は
6
か
月
か
ら
1
年
の

間
隔
で
、
新
し
い
味
を
提
案
し
て

い
く
よ
う
で
す
。

ア
ー
ト
と
洋
菓
子
が
結
び
あ
う

G
a
l
l
e
r
y 

C
a
f
e

オ
ー
プ
ン

室内の様子

1
22
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東
日
本
旅
客
鉄
道
（
J
R
東
日
本
）
が
運
行
す
る
、　

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン　

T
ト

ラ

ン

R
A
I
N�

Sス
イ

ー

ト

U
I
T
E�

四し
き季
島し
ま

が
友
部
駅
に
入
線
し
た
こ
と
を
歓
迎
し
、
市
を
あ

げ
て
お
見
送
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

友
部
駅
を
出
発
す
る
際
に
鳴
ら
す
「
発
車
ベ
ル
」
の
担
当
と
し
て
、
友
部
中
学
校
の

生
徒
が
抜
擢
さ
れ
大
役
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
友
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
が
四
季
島
と
お
客
様
に
手
を
振
っ
て
見
送
り
ま
し
た
。

　

第
74
回
国
体
冬
季
大
会
「
イ
ラ
ン
カ

ラ
プ
テ
く
し
ろ
さ
っ
ぽ
ろ
国
体
」
に
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
で
出
場
し
た
、

友
部
二
中
出
身
の
齋さ
い�

弥や
よ
い生
さ
ん
（
水
戸

農
業
高
校
）
と
岩
間
二
小
出
身
の
大お

お
ぜ
き関�

あ
こ
さ
ん
（
茨
城
中
学
校
）
が
結
果
報

告
に
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

2
人
は
個
人
種
目
の
ほ
か
、
団
体
競

技
で
2
0
0
0
m
リ
レ
ー
に
も
出
場

し
、見
事
8
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

学
校
の
部
活
動
で
は
2
人
と
も
陸
上
部

に
所
属
し
、
日
ご
ろ
か
ら
身
体
作
り
に

励
ん
で
い
る
そ
う
で
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

氷
上
の
ア
ス
リ
ー
ト
、

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

女
子
が
国
体
入
賞

左から、久野篤さん（茨城県スケート連盟理事長）、
大関さん、齋さん、今泉教育長

2
13

　

平
成
30
年
度
茨
城
県
市
長
会
自
治
功

労
者
表
彰
式
が
茨
城
県
市
町
村
会
館
で

行
わ
れ
、
笠
間
市
史
研
究
員
の
小こ

む
ろ室�

昭あ
き
らさ
ん
と
南み
な
み�

秀ひ
で
と
し利
さ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
の
多
大
な
る
功
績
が
評
価
さ
れ
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
室
さ
ん
は
、
市
史
編
さ
ん
専
門
委

員
長
と
し
て
「
新
笠
間
市
の
歴
史
」
の

編
さ
ん
に
携
わ
る
な
ど
、
本
市
の
歴
史

の
調
査
研
究
や
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
南
さ
ん
は
、
市
史
研
究

員
な
ど
の
公
職
を
務
め
る
傍
ら
、
永
き

に
わ
た
り
歴
史
講
座
や
文
学
散
歩
の
講

師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰
を

授
与

南さん（中央左）、小室さん（中央右）

2
12

友
部
中
学
校
生
徒
が
発
車
ベ
ル
を
担
当
し

大
役
を
果
た
す

左から岡本さん、片亀くん
（2月11日担当）

左から仲田くん、塚田さん
（2月15日担当）

2
11 15・

秋山さん

　

笠
間
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長
の
秋あ
き
や
ま山�

節せ
つ

さ
ん
（
押
辺
）
が
、
厚
生
労
働
省
内
講

堂
に
て
、
長
年
に
わ
た
り
援
護
事
業
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
厚
生
労
働

大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

12
12
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世界記録へ挑戦する参加者

　

笠
間
稲
荷
神
社
大
鳥
居
か
ら
境
内
で
行
わ
れ
た

「
初
午
い
な
り
寿
司
ま
つ
り
」
で
、
世
界
記
録
が
更
新

さ
れ
ま
し
た
。
記
録
は
、
昨
年
を
2
m
以
上
も
上
回

る
76
・
7
ｍ
。

　

使
用
し
た
材
料
は
、
油
揚
げ
1,
0
0
0
枚
、
き
ゅ

う
り
6
0
0
本
、
玉
子
焼
き
4
0
0
本
、
お
蕎
麦

32
kg
。

　

参
加
し
た
方
は
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
来
年

も
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
2
5
0
人

長
～
い
そ
ば
い
な
り
寿
司
巻
き

2
10

第56回 県下中学校交歓笠間市駅伝大会
1月20日（日）笠間芸術の森公園
◎入賞校
【女子の部】�準優勝　笠間市立友部中学校A
【男子の部】�優　勝　笠間市立友部第二中学校A
　　　　� 準優勝　笠間市立友部中学校A

◎区間賞
【女子の部】
　第１区　後

ごとう

藤　凜
りんな

那
　　　　　（笠間市立友部中学校）
【男子の部】
　第４区　加

かとう

藤　大
たいが

雅
　　　　　（笠間市立友部中学校）
　第６区　河

かわの

野　優
ゆうだい

大
　　　　　（笠間市立友部第二中学校）
　第７区　藤

ふじた

田　正
まさかつ

勝
　　　　　（笠間市立友部第二中学校）

第43回 関東地区空手道選手権大会
11月23日（月）川越運動公園総合体育館
◎個人戦
【中学1年女子　組手の部】
　第３位　佐

さ さ き

々木　瑠
る み

美
　　　　　（笠間市空手道スポーツ少年団）

1位でゴールテープを切る藤田くん
（友部二中・区間賞） 表彰状を手にする佐々木さん

右から菅谷さん、山口市長

　

真
岡
市
を
中
心
に
竹
は
り
画
作
り
を
し
て
い
る
竹

真
会
の
会
長
の
菅す

が
や谷
清せ
い
こ
う康
さ
ん
か
ら
、「
笠
間
の
い

な
吉
」
の
竹
は
り
画
が
、
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
は
、
笠
間
か
ら
竹
は
り
画
を
学
び
に
来
て
い

る
会
員
を
き
っ
か
け
に
、
笠
間
図
書
館
で
展
示
会
が

催
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
感
謝
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

菅
谷
さ
ん
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
じ
て
多
く

の
人
に
『
竹
は
り
画
』
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今

後
笠
間
で
も
、
竹
は
り
画
の
教
室
を
開
く
予
定
な
の

で
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

い
な
吉
の
竹
は
り
画
を
寄
贈

2
5
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自
治
功
労
表
彰

横よ
こ
く
ら倉

　
き
ん
さ
ん

　

平
成
8
年
1
月
1
日
友
部
町

議
会
議
員
就
任
、
平
成
18
年
の
合

併
を
経
て
7
期
22
年
の
長
き
に

わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
市
政

の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

海え
び
さ
わ

老
澤
　
勝ま

さ
る

さ
ん

　

平
成
12
年
1
月
1
日
旧
友
部

町
議
会
議
員
就
任
、
平
成
18
年
の

合
併
を
経
て
6
期
18
年
の
長
き

に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
市

政
の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

萩は
ぎ
わ
ら原

　
瑞み

ず
こ子

さ
ん

　

平
成
12
年
1
月
15
日
旧
笠
間

市
議
会
議
員
就
任
、
平
成
18
年
の

合
併
を
経
て
6
期
18
年
の
長
き

に
わ
た
り
議
員
と
し
て
市
政
の

振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

野の
ぐ
ち口

　
圓ゆ

た
か

さ
ん

　

平
成
15
年
11
月
23
日
旧
岩
間

町
議
会
議
員
就
任
、
平
成
18
年
の

合
併
を
経
て
5
期
15
年
の
長
き

に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
市

政
の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

蛯え
び
さ
わ澤

　
幸こ

う
い
ち一

さ
ん

　

平
成
16
年
1
月
15
日
旧
笠
間

市
議
会
議
員
就
任
、
平
成
18
年
の

合
併
を
経
て
5
期
14
年
の
長
き

に
わ
た
り
議
員
と
し
て
市
政
の

振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

橋は
し
も
と本

　
良り

ょ
う
い
ち一

さ
ん

　

平
成
22
年
12
月
24
日
笠
間
市

議
会
議
員
就
任
、
2
期
8
年
の
長

き
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て

市
政
の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
表
彰

星ほ
し
の野

　
陸り

く
や也

さ
ん

　

平
成
30
年
6
月�

米
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
で
開
催
さ
れ
た
ゴ
ル

フ
に
お
い
て
最
も
権
威
の
あ
る

4
大
大
会
の
ひ
と
つ
「
全
米
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権
に
出
場
し
、

9
月
に
は
山
梨
県
で
開
催
さ
れ

た
「
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ク
ラ
シ
ッ

ク
」
に
お
い
て
国
内
ゴ
ル
フ
ツ

ア
ー
初
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

中な
か
む
ら村

　
太だ

い
ち地

さ
ん

　

平
成
30
年
5
月
に
行
わ
れ
た

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
陸
上

2
0
1
8
」の
砲
丸
投
に
お
い
て
、

　1月4日（金）、平成30年度笠間市表彰式が宍戸ヒルズカントリークラブで
行われました。これは、市政の発展に著しく功績があった方々を表彰する
もので、行政、社会、文化、スポーツなどの各分野で多大な貢献をされた
17名および2団体が受賞されました。

笠間市表彰平成30年度

表彰された皆さん
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18
m
85
㎝
の
日
本
新
記
録
を
樹
立

す
る
な
ど
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

浦う
ら
い井

　
健け

ん
し
ん芯

さ
ん

　

日
本
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
日
本

代
表
と
し
て
、
6
月
に
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
で
開
催
さ
れ
た

「
2
0
1
8
U
C
I
/
B
M
X
世

界
選
手
権
大
会
」
に
出
場
す
る
な

ど
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

小お
だ
ぎ
り

田
切
　
美み

ち

こ
知
子
さ
ん

　

平
成
18
年
4
月
1
日
（
合
併
前

の
旧
笠
間
市
よ
り
継
続
）
よ
り
笠

間
市
嘱
託
医
と
し
て
長
き
に
わ
た

り
市
民
の
健
康
管
理
や
保
健
予
防

に
努
め
ら
れ
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

深ふ
か
や谷

　
忠た

だ
し

さ
ん

　

平
成
9
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で

の
計
22
年
間
に
わ
た
り
、
市
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
と
し
て
、
そ

の
専
門
的
知
識
と
経
験
を
生
か

し
、
文
化
財
保
護
お
よ
び
活
用
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
か
ら
平
成
30

年
ま
で
、
市
資
料
館
運
営
委
員
と

し
て
、
歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用

を
図
り
、
市
の
文
化
振
興
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

米よ
ね
か
わ川

　
喜き

ぞ
う三

さ
ん

　

市
内
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

な
ど
に
、
書
19
点
を
寄
贈
す
る
な

ど
、
市
の
教
育
振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

田た
な
か中

　
榮え

い
じ二

さ
ん

　

岩
間
図
書
館
に
感
謝
の
意
を
表

し
、
多
額
の
資
料
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

田た
ぐ
ち口

　
孝た

か
し

さ
ん

　

平
成
4
年
に
旧
岩
間
町
体
育
指

導
委
員（
現
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

に
就
任
以
来
、
平
成
29
年
ま
で
の

計
26
年
に
わ
た
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
は
じ
め
、各
種
の
市
民
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
活
動
に
携
わ
る
な
ど
、

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

栗く
り
は
ら原

　
要よ

う
い
ち一

さ
ん

　

平
成
8
年
に
旧
笠
間
市
体
育
指

導
委
員（
現
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

に
就
任
以
来
、
平
成
29
年
ま
で
の

計
22
年
に
わ
た
り
、
ゴ
ル
フ
を
は

じ
め
、
各
種
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
活
動
に
携
わ
る
な
ど
、
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

井い
が
わ川

　
隆た

か
ゆ
き幸

さ
ん

　

平
成
12
年
に
旧
笠
間
市
体
育
指

導
委
員（
現
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

に
就
任
以
来
、
平
成
29
年
ま
で
の

計
17
年
に
わ
た
り
、
野
球
を
は
じ

め
、
各
種
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
活
動
に
携
わ
る
な
ど
、
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

柴し
ば
ぬ
ま沼

　
真し

ん
い
ち一

さ
ん

　

平
成
16
年
に
旧
岩
間
町
体
育
指

導
委
員（
現
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

に
就
任
以
来
、
平
成
29
年
ま
で
の

計
14
年
に
わ
た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
、
各
種
の
市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
に
携
わ
る

な
ど
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
表
彰
（
団
体
）

笠
間
の
ま
ち
と
通
り
の
こ
れ

か
ら
を
み
ん
な
で
考
え
る
会

（
代
表
　
沼ぬ
ま
た田

　
雄ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
）

　

平
成
24
年
に
笠
間
稲
荷
門
前
通

り
の
商
店
主
を
中
心
に
設
立
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
よ
り
広

く
住
民
意
見
を
取
り
入
れ
、
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
「
笠か

さ
ま
し
ゅ
い
ろ

間
朱
色
」
を
活

用
し
た
街
並
み
・
景
観
づ
く
り
な

ど
、
門
前
通
り
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
取
り
組
み
を
さ
れ
ま
し
た
。

岩
間
第
三
小
学
校
ス
ナ
ッ
グ

ゴ
ル
フ
部

（
代
表
　
廣ひ
ろ
は
ら原

　
幸さ
ち
こ子
さ
ん
）

　

平
成
30
年
7
月
グ
ラ
ン
デ
ィ
那

須
白
河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
福
島
県
西

郷
村
）
で
開
催
さ
れ
た（
一
社
）
日

本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
機
構
主
催「
第
16

回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

J
G
T
O
カ
ッ
プ
全
国
大
会
」で
優

勝
す
る
な
ど
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

謝辞：米川喜三さん（一般表彰）

浦井健芯さん（一般表彰）

星野陸也さん（一般表彰）

岩間第三小学校の皆さん（一般団体）
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　日本に来てしばらくの間、「日本人と議論する時に温
度差があるなあ」とよく思っていました。日本ではどち
らか一方の立場（賛成or反対）に立って意見を主張する
ことがないと感じたのです。
　私の育ったアメリカは議論文化が定着していて、賛成
か反対か意見をはっきりしなければいけません。学校の
授業では、小論文をたくさん書かされました。あらゆる
議題（銃規制、教育、死刑、環境等）について小論文を
書きます。どちらか一方の立場で自説を主張し、論理的
思考と自己主張力を養うのが目的です。これが結果とし
て議題にあまり知識・関心がなくても、常に立場を主張
し合うという習慣につながっている気がします。メディ
アでさえも二者択一という考えを助長し、世論がさらに
それを助長しています。そのため、気軽な会話の中でも
誰とでも議論し、相手の立場を知りたがります。また、
賛成でも反対でもない中立な意見に対し「気に入らな
い！」と怒る人もいます。私はそのような環境で育ちま
した。自分の立場を主張できる事が理知的だと考えてい
ました。その考えに疑問を抱くことはありませんでした。
　しかし、日本に来て新しい考え方に出会いました。日
本人に意見を尋ねた時、賛成・反対の両意見が返ってき
ました。最初は賛成or反対の白黒じゃない答え方に「どっ

ち？」と思って戸惑いました。私は優柔不断にも見える
中立の意見や無関心にも見える態度が理解できずにいま
した。意見を持たないのは悪いことだと思っていました。
　しかし、それは文化的偏見でした。時間と共に、どち
らの主張も一理あり、すべての答えにはっきり白黒をつ
けなければいけない理由はないと思うようになりまし
た。日本人は意見を持っていないわけでも優柔不断でも
無関心でもない事に気付きました。本当は、一方の意見
だけに縛られず、広い視野で他方の意見にも耳を傾ける
ようにしていたのです。日本人は両方の立場になって考
えてくれる優しい人です。私も常にさまざまなことに対
し広い心を持てるよう、見習いたいと思っています。

⬅ 英会話教室での
授業風景

【問い合わせ】市民活動課（内線133）

Broaden your Horizons
vol.
12

お知らせ 災害時、無人となります。
※友部消防署・岩間消防署のみ

　平成31年4月1日から、災害現場で活動する消防隊員を増やし、更なる消防力の強
化を図るため、友部消防署と岩間消防署は、火災や救助等の災害に出動する場合は
無人となります。このことにより、より円滑で組織的な消防活動が可能となります。
　出動中以外は、今まで同様無人になることはありません。また、笠間消防署はい
かなる場合でも無人になることはありません。

【問い合わせ】消防本部総務課（石井・栃本）　TEL 0296-73-0119

消防署が無人となった場合の対応について 災害情報について
　駆け込み救急や来訪者への
対応については、玄関先のイ
ンターホンを使用し、笠間消
防署と通話することができま
す。電話対応についても、転
送機能を使って今まで同様
24時間対応します。

　災害の発生状況については、テレフォンサービス
またはいばらき消防指令センターのホームページを
ご覧ください。

◆笠間市消防本部災害案内テレフォンサービス
　TEL 0296-73-0919
◆茨城県消防救急無線・指令センターホームページ
　http://www.ibaraki-sirei.jp/

TALK

Play Monitor Call Menu
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「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います
納　　付 学生納付特例 未　　納

障害基礎年金・遺族基礎年金（受給資格期間） ○（入ります） ○（入ります） ×（入りません）

老齢基礎年金
受給資格期間 ○（入ります） ○（入ります） ×（入りません）
年金額に計算 ○（されます） ×（されません） ×（されません）

「国民年金学生納付特例制度」について
　20歳になると国民年金に加入して保険料を納めることが義務づけられています。学生については、本人の所得
が一定額以下の場合、申請により在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。

所得審査の対象者
学生であるご本人の所得が、所得基準以下であるか否かで判定します。

所得基準
所得基準（前年所得）＝118万円＋扶養親族等の数×38万円＋社会保険料控除等

対象となる学校
・�大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支援学校、専修学校および各種学校、一部の海外大学の
日本分校です。（夜間・定時制課程や通信課程も含まれます。）

承認を受けた期間
・未納の期間とは違い、障害基礎年金等の受給資格期間に含まれます。
・10年以内であれば、あとから保険料を納付すること（追納）ができます。
　（ただし、承認期間の翌年度から起算して3年度目以降に追納するときは経過期間に応じた加算額が上乗せされます。）

保険料を未納のままにしておくと、将来年金を受け取ることができなくなる場合がありますので、保険料を納めること
が難しい方は、学生納付特例の申請をしてください。

　平成31年度に20歳を迎える方は、日本年金機構
より国民年金資格取得のための書類が届いてから、
20歳の誕生日の前日（20歳到達日）以降に、その書
類を市役所または各支所へ提出していただくこと
になります。
　学生納付特例の手続きも20歳到達日以降の受け
付けとなりますのでご注意ください。

平成31年度の申請は4月1日から受け付けます

【問い合わせ】
保険年金課（内線141）・笠間支所市民窓口課（内線72124）・岩間支所市民窓口課（内線73182）

○年金手帳（または基礎年金番号がわかるもの）
　※�20歳になったばかりで手帳が届いていない方は

必要ありません。
○来庁された方の本人確認できるもの
○ 学生証（コピー可。有効期限が記載されているもの）

または在学証明書
○認印

お持ちいただくもの

申請は保険年金課または
各支所市民窓口課へ20歳になる方は

「国民年金被保険者資格取得届」の提出も必要です

平成31年　広報かさま3月号（No.156）13



　

自
分
が
会
社
員
と
し
て
身
に
付
け
て
き

た
こ
と
は
、
地
域
で
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
も
の
だ
ろ
う
か
、と
の
思
い
を
持
っ
て
、

笠
間
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
笠
間
の
ワ
イ
ン
や
、
椎
茸

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
栗
焼
酎
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
栗
畑
の
新
し
い

収
入
源
と
な
る
可
能
性
を
考
え
て
、
栗
の

蜂
蜜
採
集
の
た
め
の
養
蜂
、
イ
ベ
ン
ト
の

お
手
伝
い
な
ど
、
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ

い
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
は
、
本
当
に

よ
い
経
験
で
あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
思
っ
た
通
り
、
3
年

間
は
短
く
答
え
が
出
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

　

協
力
隊
活
動
終
了
後
も
、
今
、
何
か

と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
市
の
農
業
公

社
や
、
協
力
隊
O
B
が
運
営
し
て
い
る

カ
フ
ェ
ナ
ナ
イ
ロ
に
関
わ
り
な
が
ら
、

笠
間
で
暮
ら
す
予
定
で
す
。
引
き
続
き
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活

動
を
振
り
返
る
と
、

笠
間
稲
荷
門
前
通

り
の
活
性
化
団
体
「
笠
間

の
ま
ち
と
通
り
の
こ
れ
か
ら

を
み
ん
な
で
考
え
る
会
（
か
さ

ま
ち
考
）」で
の
活
動
が
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

門
前
通
り
の
活
性
化
の
た
め
、
商
店
主

な
ど
の
メ
ン
バ
ー
と
年
に
20
回
以
上
の
話

し
合
い
を
重
ね
つ
つ
、
平
成
29
年
と
30
年

は
2
年
連
続
で
県
の
商
店
街
活
性
化
コ
ン

ペ
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
見
事
入
賞
!

　

2
0
0
名
近
く
の
お
客
様
が
参
加
し
た

野
外
映
画
祭
や
、
菊
あ
か
り
イ
ベ
ン
ト
と

コ
ラ
ボ
し
、
石
畳
の
通
り
へ
光
の
演
出
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
な
ど
、
夜
の
賑
わ
い

創
出
の
た
め
の
新
し
い
事
業
を
行
う
と
と

も
に
、
台
湾
人
観
光
客
の
来
訪
に
備
え
、

台
湾
の
文
化
や
言
葉
を
学
ぶ
「
台
湾
お
も

て
な
し
勉
強
会
」
を
商
店
主
向
け
に
開
催

す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
あ

い
、
汗
を
か
い
た
活
動
を
通
し
、
門
前
通

り
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
で
き
た
こ
と

を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

3
年
間
、
笠
間
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ん
に
は
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

台湾文化勉強会 笠間ワインの丘の整備

活動報告 No.
67

多くの出会いと
貴重な体験に多謝

柳
やなぎさわ

澤　明
あきら

（60歳）
埼玉県から移住

かさまち考で知恵を出し、
汗をかいた充実感

秋
あきもと

元　健
けんいち

一（41歳）
東京都から移住

【問い合わせ】
まちづくり推進課（内線538）

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある
人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。地域おこし協力隊とは

ブログやフェイスブック
もご覧ください

ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶http://www.facebook.com/Kasamartowa

　柳澤隊員、秋元隊員は平成31年3月末をもって協力隊活動期間が満了となります。お二人には3年間にわたり
地域活性化のための、さまざまな活動に取り組んでいただきました。ありがとうございました。
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笠
間
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
高
校
生
会
）
は
、
笠
間
市
に

在
住
・
在
学
す
る
高
校
生
が
中
心
と
な
り
、
自
分
た
ち
で
企

画
し
た
事
業
の
実
施
や
、
他
市
町
村
高
校
生
会
と
の
交
流
、

市
主
催
事
業
（
成
人
式
・
人
権
教
育
講
演
会
）
や
子
ど
も
会
事

業
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
す
。

　

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
に
定
例
会
を
開
催
し
て
い
て
、
さ

ら
に
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て

み
た
い
方
は
、
市
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

健康ホットライン

【問い合わせ】健康増進課　TEL 0296-77-9145

【
問
い
合
わ
せ
】生
涯
学
習
課（
内
線
3
8
2
）

77 Life Long Learning＝生涯学習

笠
間
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

　広報かさま1月号で掲載した『You・遊文化スクール開催』について、記事内容に誤りがありましたので訂正します。
（誤）�陶芸を体験したほか、普段なかなか触れる機会の少ない青森ねぶた囃子などの楽器を鳴らしてみたり、
（正）�まゆ玉でおもちゃを作ったほか、普段なかなか触れる機会の少ないマリンバなどの楽器を鳴らしてみたり、

笠間市「L
リ
」E

ー ダ ー ス
ADERSクラブの決めポーズです♪

　市では、地域で誰もが気軽に取り組める運動の一つとして『ラジオ体操』
を推進しています。ラジオ体操は、全身をまんべんなく動かすために必要
な運動が組み合わせされており、実践することで日常における生活動作と
身体バランスの能力を向上する効果があります。
　定期的に運動する習慣を身につけることで、生活習
慣病の予防、健康寿命の延伸が期待できます。

ラジオ体操で
健康になろう!!

ラジオ体操活動団体
　現在、市内会場でラジオ体操を実施しています。皆さん
も地域のラジオ体操に参加してみませんか。

団　　体　　名 会　　場　　名 開�始�時�間
1 城南ラジオ体操会 城南・やきもの通り公園 午前6時25分

2 笠間芸術の森ラジオ体操会 笠間芸術の森公園
（イベント広場） 午前6時30分

3 美原ラジオ体操会 友部小学校グラウンド 午前6時25分
4 ラジオ体操柏 （有）ホームコンサルト駐車場 午前6時30分
※雨天や季節によって、実施の有無や時間帯が変更される場合があります。
※事前の申し込み等は不要です。開始時間に会場へお越しください。

地域ポイントを貯めよう
　地域のラジオ体操に参加すると地域ポイントが貯まります
（5日参加して1ポイント）。ポイントをためて、笠間市の特産品
と交換しよう。 1P

5日参加して

ラジオ体操の効果
体内年齢

体内年齢が実年齢より若くなる

血管年齢
若々しい血管で脳卒中や

心臓病を予防

呼吸機能
呼吸機能を若く保ち
息切れを起こしにくい

骨密度
骨粗しょう症の予防に有効で
骨折などを防ぐ効果

体力年齢
体力年齢が若く保たれ、
転倒予防にも効果

【橘 川会長】自分たちでイチから企画・運営をし、小学生たちと触れ
合うことができ、とても良い経験になります。

【軍 司副会長】個性豊かなメンバーでワイワイ楽しく活動しています。
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　笠間市国際交流協会の活動に参加され、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージ
をご紹介します。今月は筑波大学大学院で国際政治学の留学期間に、笠間市国際交流協会の会員の活け花のお稽古に参
加され、英国に戻ったルーマニア人のオアナさんです。さあ、世界に友達を作って交流を始めましょう。

Hello,
Thank you for your email. 
I plan to finish PhD in England next year.
I started my PhD there and this year in Tsukuba 
University was  for  fieldwork.
I was looking for funding opportunities for my last year 
of PhD actually. 
And I thought of Rotary International scholarship or 
Yoneyama memorial  scholarship.

Oana

こんにちは。
E-メールありがとうございます。
私は来年英国で大学院の博士課程を修了する予定です。
私の大学院博士課程は、そこ（英国）で始まり、筑波大学での
今年は、フィールドワークをしました。
実のところ、博士課程の仕上げの年のために、基金を使える機
会を探していました。
それで、ロータリーの国際奨学金や米山記念奨学金を考えてい
ました。

オアナ

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人 笠間市国際交流協会　TEL 090-2761-8711（木
き む ら

村 美
み え こ
枝子）

【
期
間
】	 4
月
29
日（
月・祝
）

	

　
　
〜
5
月
5
日（
日・祝
）

【
時
間
】	 午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
場
所
】	 �笠
間
稲
荷
神
社
・
つ
つ
じ
ま

つ
り
・
陶
炎
祭
会
場

　
笠
間
市
国
際
交
流
協
会
の
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
ガ
イ
ド
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
に
外
国
人
旅
行
者
の
観
光
案

内
を
行
い
ま
す（
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・

中
国
語
・
ス
リ
ラ
ン
カ
語
）。

　
市
内
の
道
案
内
と
飲
食
店
や
お
土
産

店
の
ご
案
内
な
ど
を
主
に
、
市
内
の
情

報
を
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
提
供
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�
つ
つ
じ
ま
つ
り
会
場
の
野
点
参
加
希

望
の
外
国
人
に
は
、
同
行
し
て
ガ
イ

ド
し
ま
す
。

※�

笠
間
稲
荷
神
社
・
つ
つ
じ
ま
つ
り
・
陶

炎
祭
の
3
か
所
で
協
会
の
ロ
ゴ
が

入
っ
た
オ
レ
ン
ジ
色
ま
た
は
グ
リ
ー
ン

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
巡
回
し
て
い
ま
す
。

◎
4
月
の
日
本
語
教
室

　
6
日（
土
）・
13
日（
土
）・
20
日（
土
）

　【
会
場
】ト
モ
ア
　
午
前
10
時
〜

※
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

世界の料理教室

4
月
の
国
際
交
流
情
報

笠
間
市
国
際
交
流
協
会
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
の
ご
案
内

市長コラム
　

少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
の

時
代
に
入
り
、
行
政
に
対
す
る
新

た
な
要
望
や
サ
ー
ビ
ス
の
在
り

方
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
検

証
し
、
統
合
、
拡
大
、
縮
小
お
よ

び
廃
止
等
の
見
直
し
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行

政
を
持
続
さ
せ
、
安
定
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
進
め
て
い
く
う
え
で
も

必
要
な
こ
と
で
す
。

　

見
直
し
の
視
点
は
、
負
担
と

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
で
す
。

〈
課
題
の
事
例
〉

⑴�

下
水
道
の
在
り
方
（
管
路
の
老

朽
化
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら

下
水
道
会
計
へ
の
多
額
の
支

出
）

⑵�

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
エ
リ

ア
拡
大
等
に
伴
う
、
利
用
料
の

在
り
方
（
県
内
の
他
自
治
体
は

2
5
0
円
～
5
0
0
円
、
笠
間

市
は
3
0
0
円
）

⑶�

一
般
廃
棄
物
処
理
の
在
り
方

（
現
在
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
、
持
ち
込
み
手
数
料
の
統
一

や
無
料
範
囲
の
見
直
し
）

⑷�

窓
口
延
長
サ
ー
ビ
ス
の
在
り

方
（
両
支
所
の
利
用
者
が
少
な

い
。［
費
用
対
効
果
］）

　

事
例
を
4
つ
提
示
し
ま
し
た

が
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
が

あ
り
ま
す
。
負
担
が
増
加
す
る
こ

と
を
望
む
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん

が
、
限
ら
れ
た
予
算
で
の
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、
将
来
に
過
大
な
負
の

遺
産
を
残
さ
な
い
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

見
直
し
を
進
め
る
に
は
、
議
会

や
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
、

庁
内
で
よ
く
議
論
し
て
方
向
性

を
定
め
、
市
民
に
情
報
を
提
供
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
議
論
し
、
決
定
し
て

実
行
し
ま
す
。

今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

市役所本所
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情報カレンダー 4月

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内10：00～16：00）。祝日は休み。
※�岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します（市民センターいわま内10：00～16：00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9：00～16：00）。
※保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健センター年間予定表をご覧ください。

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00 市民課（交付業務のみ）収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課
※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

29日 月 山本内科小児科医院 0296-71-2232

30日 火 河村医院 0296-72-2121
※�平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、�
　診療を受けてください。

窓口延長サービス 4月の休日救急診療当番 9：00～17：00

1 月

あたご山桜まつり（5月6日まで）
愛宕山（（一社）笠間観光協会�℡0296-72-9222）

いこいの家はなさか 休館日
（いこいの家�はなさか�℡0296-77-5110）

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土 北山公園桜まつり ファイナル（4月13日まで）
北山公園（深澤�℡0296-77-0216）

7 日

8 月 いこいの家はなさか 休館日

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土
第48回 笠間つつじまつり（5月6日まで）
笠間つつじ公園
（（一社）笠間観光協会�℡0296-72-9222）

14 日

普通救命講習会　9：00～12：00
消防本部　3階
（笠間市消防本部�℡0296-73-0119）　

天狗の郷バザールdeいわま　9：00～15：00
地域交流センターいわま「あたご」
（根本　℡090-3009-7883）

15 月

市長と語ろう新年度予算懇談会《参加自由》
18：30～20：00
笠間市役所笠間支所2階会議室
（秘書課�内線225）

いこいの家はなさか 休館日
16 火

17 水

特設無料人権相談　10：00～15：00
笠間公民館（水戸地方法務局�℡029-227-9919）

行政書士無料相談会　13：00～16：00　
友部公民館（秘書課�内線225）　

18 木

19 金

20 土

21 日

市長と語ろう新年度予算懇談会《参加自由》
10：00～11：30
笠間市役所本所2階大会議室
（秘書課�内線225）

22 月

市長と語ろう新年度予算懇談会《参加自由》
18：30～20：00
笠間市役所岩間支所2階会議室
（秘書課�内線225）

いこいの家はなさか 休館日
23 火

24 水 行政相談　14：00～16：00
友部公民館（秘書課�内線225）

25 木

26 金

27 土 カサマルシェ　9：00～12：00
友部公民館前（農政課　内線527）

28 日

友部駅前フリーマーケット　9：00～13：00
地域交流センターともべ「トモア」まちの広場
（佐藤�℡090-3245-0880）

休日納税相談窓口【市役所本所】8：30～12：00
（収税課�内線118）

29 月
昭和の日
第38回 笠間の陶炎祭（5月5日まで）
笠間芸術の森公園イベント広場

30 火
退位の日
いこいの家はなさか 休館日
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笠間
公民館

〒309-1613 笠間市石井2068番地1
TEL 0296-72-2100／FAX 0296-72-2103

友部
公民館

〒309-1737 笠間市中央三丁目3番6号
TEL 0296-77-7533／FAX 0296-78-3278

岩間
公民館

〒319-0294 笠間市下郷5140番地
TEL 0299-45-2080／FAX 0299-45-7612

　第12回笠間市民囲碁・将棋大会が笠間公民館で開催され、両部門を合わせて36名の参加者があり、熱気あふ
れる大会となりました。
　入賞者は下記のとおりです。

平成31年度 公民館講座募集について

囲碁の部
クラス 成　績 氏　　　名 住所

（地区）

A

優　勝 小
こさか
坂　　正

ただし 笠　間

準優勝 滝
たきもと
本　越

えっぺい
平 友　部

3　位 小
こ た べ
田部光

みつぞう
三 笠　間

B

優　勝 日
ひだか
高　　勇

いさむ 友　部

準優勝 飯
いいだ
田　　廣

ひろし 笠　間

3　位 大
おおこもり
篭　永

ながゆき
幸 友　部

C

優　勝 齊
さいとう
藤　幸

ゆきお
夫 笠　間

準優勝 長
は せ が わ
谷川光

みつよ
與 岩　間

3　位 柴
しばぬま
沼　久

ひさこ
子 笠　間

審判員 小
こいそ
磯　毅

たけし
、小

こじま
島�一

かずひろ
浩、三

みしな
科�新

しんいち
一、小

こさか
坂�浩

ひろし

将棋の部　
クラス 成　績 氏　　名 住所

（地区）

A

優　勝 佐
さえき
伯　順

じゅんいち
一 笠　間

準優勝 篠
しのはら
原　浩

こうじ
二 笠　間

3　位 桜
さくらい
井　光

みつお
雄 笠　間

C

優　勝 中
なかざわ
澤　　清

きよし 岩　間

準優勝 加
かとう
藤三

み ね お
子男 笠　間

3　位 藤
ふじさわ
沢　和

かつじ
治 笠　間

審判員 長
は せ が わ
谷川�泉

いずみ
�、�大

お お わ だ
和田�正

まさし
�、岡

おかの
野�清

きよし

※Bクラスなし

平成31年度公民館講座の募集案内を広報かさま4月号でお知らせします。
　講座の内容・開講日時・応募方法などを明記した募集案内を、広報かさま4月号に折り込み
ますのでご覧ください。皆さんのご参加をお待ちしています。

地域を学び、未来に役立つ体験型の新しい講座
「かさま子ども大学」を開校
　4月上旬に、市内小学校の4〜6年生に募集案内を配布します。
　市内在住で市外に通学している場合は、4月以降公民館窓口でお受け取りください。
　なお、平成30年度まで実施していた小学生対象講座「まなBe〜」は、終了になります。

囲碁部門 将棋部門

笠間公民館で笠間市民囲碁・将棋大会を開催しました1
27
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各館の行事予定 4月
笠間図書館

◆おはなし会	
（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
4月�5日（金）�『�どのはな�いちばん�すきな�

はな？』ほか
4月�19日（金）�『ころころ�おむすび』ほか
◆おはなし会	
（4歳～小学生向け　午後2時～）
4月�7日（日）�『はるじゃのばけつ』ほか

〈アイ　アイ〉
4月�14日（日）�『めくってごらん』ほか

〈箱田エプロンママーズ〉
4月�21日（日）�『わたしのワンピース』ほか

〈はあと�to�はあと〉
4月�28日（日）�『ごあいさつはすごいぞ』ほか

〈ハッピー〉
◆ギャラリー
◇3月7日（木）～3月27日（水）
　「絵本のかほり展」

友部図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時～）
4月�4日（木）�『ふうしてあそぼ』ほか
4月�18日（木）�『たっちだいすき』ほか

岩間図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
4月�11日（金）�『はじめまして』ほか
＊場所：岩間子育て支援センター�くりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
4月�7日（日）�『かってなくま』ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
4月�13日（土）�『もうぬげない』ほか
� � 〈めだかクラブ〉
4月�27日（土）�来てのおたのしみ！
� � 〈めだかクラブ〉

「ブックスタートパック」
もう受け取りましたか？

寄贈図書を受けつけています

　赤ちゃんと保護者が絵本を見ながらふれあうひと時の
きっかけづくりとして、3・4か月児相談時に読み聞かせ
の紹介をしながら、本をプレゼントしています。まだ受
け取っていない方は、保健センターが郵送している「 3・
4か月児相談ご案内」と一緒にお送りした「ブックスター
トパック引換券」を持っ
てお近くの図書館まで
お越しください。　
※�パックに入っている本は、
写真のものと異なる場合
があります。

　笠間市立図書館では、本の寄贈を受けつけています。
直接図書館へお持ち込みください。特に次の資料を積極
的に受けつけています。

・現在人気のあるベストセラー
・笠間市の歴史に関する図書や、市民の著作物

　ただし、下記の点をご了承ください。
※�資料的価値が損なわれていると判断される資料、傷み・
汚れが激しい資料、ビデオ・DVDなど、一部寄贈をご
遠慮いただく場合がございます。
※�寄贈いただいた本の取り扱いは図書館に一任していた
だきます。資料として受け入れないものは、リユース
フェア等で利用者の皆さんへ提供します。（返却はでき
ません。）

図書館資料の取り扱いについて

ブックスタートパック➡

　返却の際、資料の破損、汚損が見受けられます。資料の状態によっては、弁償をしていただく場合もありますので、
資料の取り扱いには十分に気をつけてください。資料を破損、汚損してしまった場合は、速やかに図書館に申し出てく
ださい。
　また、図書館資料が破れてしまった場合は、自分で修復せず、そのまま図書館にお持ちください。
　なお、視聴覚資料（DVD）の弁償については、著作権の関係上、市販されているものに比べて高額になりますのでご
注意ください。
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【廃棄物の受入】
　環境保全事業団から、廃棄物の受入（溶融処理対象物・直接埋立廃棄物・含
有金属等の判定）および処分状況について、監視項目に係る資料の説明を受け、
施設が適正に管理運営されていることを確認した。
①�受入対象廃棄物の種類は、溶融処理対象物および直接埋立廃棄物があり、受
入基準に基づき、適合したものを受入れている。

②�直接埋立廃棄物が金属等を含む場合は、国の定めた環境基準より厳しい基準
値（10分の1程度）を独自に採用している。

③�溶融処理施設定期補修点検の実施について、搬入制限等の説明を受けた。
④�廃棄物受入の際は、台貫での検査を行うほか、適宜、
荷下ろし時に廃棄物の確認を行っている。

【質疑】
　委員から搬入車両の安
全対策について質問があ
り、新規契約時に安全管
理講習会を実施し、徹底
しているとの回答があり
ました。

【次回の監視活動】
　施設の維持管理につい
て実施。

　�午前9時30分～午後5時（最終日午
後4時閉廊）

　【作家在廊日】
　�4月19日（金）、20日（土）、21日（日）、
24日（水）、27日（土）、28日（日）、
29日（月）

場所▶笠間の家　ギャラリー

里中コレクション展V
日時▶4月2日（火）～11日（木）
場所▶笠間の家ギャラリー

佐藤 しづ 展示会
　陶芸家佐藤�しづによる作品の展示会。
※会期中、料理体験会を予定
日時▶4月12日（金）～14日（日）
　午前9時30分～午後5時
場所▶笠間の家ギャラリー

申・問 笠間の家（下市毛79-9）
TEL�0296-73-5521

他社と比べて下さい
見積もり無料

畳表替え
平成最後の畳替えはいかがですか。

4月末
まで

対　 象　 者
1． 平成31年4月1日現在40歳以上で受診日に74歳以下の笠間市国民健康保険の被保険者
　　（国民健康保険税を完納している世帯の方に限ります）
2．受診日に、後期高齢者医療保険制度の被保険者で保険料を完納している方

受 付 期 間 4月5日（金）～19日（金）※土日は除く

受 付 時 間 午前8時30分～午後5時15分（ただし、窓口延長日は午後7時30分まで）
※窓口延長日…岩間支所：火曜日／本所：水曜日／笠間支所：木曜日

申し込み方法 応募用紙に必要事項を記入のうえ、提出してください。
※応募用紙は、本所保険年金課・各支所市民窓口課の窓口にあります。

【問い合わせ】 保険年金課 国民健康保険について（内線139）
  後期高齢者医療保険について（内線141）

【注意事項】�・脳ドックの申し込みは、平成29年度・30年度に市の補助を受けた方は応募できません。
� ・応募者が定員を超えた場合は、後日抽選にて当選者を決定します。
� ※詳細は、3月下旬発行の広報かさま「お知らせ版」でお知らせします。

「人間ドック・脳ドック費用」を補助します

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
（実施日 1月31日）

アーチカルバート
（浸出水導水路）の監視状況

アーチカルバート
（浸出水導水路）

国民健康保険・後期高齢者医療保険
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笠間市からのお知らせ
平成31年度県民交通災害共済の
加入者を募集しています
　県民交通災害共済は、交通事故によ
り怪我をした場合に、治療実日数に応
じた見舞金を給付する制度です。笠間
市内に住民登録をしている方であれば、
どなたでも加入できます。
年会費▶大人900円、中学生以下500円
共 済期間▶4月1日（月）～平成32年3月
31日（火）
　�※4月1日以降に加入された場合は、
受け付け日の翌日から共済期間とな
ります

対 象事故▶国内の道路上において、自
動車・バイク・自転車などの運行に
伴う衝突、転落などの事故により人
が死傷した場合

申 し込み方法▶窓口で直接お申し込み
ください。

申・問 市民活動課（内線135）・笠間支
所地域課（72114）・岩間支所地域課
（73114）

市税の納税通知書が変わります
　平成31年度の固定資産税、市県民税、
軽自動車税の納税通知書の様式が電算
会社の切り替えに伴い変更となります。
（固定資産税・市県民税；横長へ変更）
平成31年度の納税通知書発送予定▶
　【税務課所管分】
　・固定資産税　4月10日
　・市県民税　　6月�6日
　・軽自動車税　4月26日
問 税務課（内線110）

あたごからのお知らせ
～体幹とインナーマッスルの強化～

「マットピラティス教室」
　「ピラティス」はリハビリに基づいて
作られたエクセサイズで脊柱（背骨）や

骨盤の動きに焦点をおき、独自の呼吸
法と組み合わせながら行います。
日 時▶4月12日（金）・26日（金）
　5月10日（金）・24日（金）
　午後8時30分～午後9時30分
場 所▶地域交流センターいわま「あた
ご」�健康ふれあいルーム

内 容▶体幹とインナーマッスルの強化、
柔軟性や筋持久力の向上等、体全体
を整えます。

講師▶上
うえの
野　美

み か
華

対象▶どなたでも
定 員▶10名（先着順／応募者多数の場
合は抽選）

参加費▶1,500円/1回

申・問 地域交流センターいわま「あた
ご」（下郷4438番地7）
TEL�0299-57-3357

トモアからのお知らせ
駅前シネマ
　毎週木曜日は「映画の日」さまざまな
ジャンルの映画を週替わりでお届けし
ます。
日時▶
　4月4日（木）
　　「ザ・テノール�真実の物語」
　4月11日（木）
　　「ソニータ」
　4月18日（木）
　　「もうひとりの息子」
　4月25日（木）
　　「�それでも僕は帰る～シリア　若者

たちが求め続けたふるさと～」
　①午前10時～　②午後1時～
　③午後4時～　④午後7時～
場所▶トモア　マルチホール
参 加費▶一般1,000円／身障者・シニ
ア800円／子ども500円／未就学児
は無料
　※�映画を5回観ると、1回無料。

　　ゆうゆう映画塾会員100円割引。

気軽にクラシック
バイオリン＆ハープコンサート

「春のデュオコンサート」
　桜舞う春の日、2つの弦楽器の音色と
2人のトークをお楽しみください。
日時▶4月6日（土）
　開演�午後2時30分（開場�午後2時）
場所▶トモア　マルチホール
出 演▶バイオリン…神

じん
�典
のりこ
子／歌＆ハー

プ…早
はやかわ
川�千

ちひろ
丈

参 加費▶前売り券…大人1,500円・当
日券1,700円／小人（小～中学生）…
前売り・当日券ともに800円

※未就学児入場可能

トモアスプリングタンゴコン
サ ート「 Tango Symposion 
Concert in Kasama」
　ヴォーカルにアルゼンチンからイ
レーネ・フェラーリを迎え、日本各地
から集結したビックバンドでお届けし
ます。
日時▶4月7日（日）
　開演午後3時（開場�午後2時30分）
場所▶トモア　マルチホール
参 加費▶前売り券…一般1,500円・中
学生以下500円／当日券…一般
2,000円・中学生以下700円
　※乳幼児入場無料

申・問 地域交流センターともべ「トモ
ア」（友部駅前1番10号）
TEL�0296-71-6637

笠間の家からのお知らせ
第2回 小

こ ば や し

林 葉
よ ふ く

馥
KOBAYASHI YOFUKU
書作展
日時▶4月19日（金）～29日（月・祝）
　※22日（月）休廊

申 …申し込み　問 …問い合わせ
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笠
間
つ
つ
じ
ま
つ
り
の
始
ま

り
は
、
市
民
に
よ
る「
つ
つ
じ

一
株
運
動
」で
し
た
。

　

こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
、

そ
れ
ま
で
た
だ
の
小
高
い
山

だ
っ
た
場
所
は
市
民
の
手
に
よ

り
憩
い
の
場
所
へ
と
姿
を
変

え
、
現
在
で
は
、
ク
ル
メ
や
キ

リ
シ
マ
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
つ
つ
じ
が
所
狭

し
と
肩
を
並
べ
ま
す
。

　

見
頃
を
迎
え
る
4
月
下
旬

か
ら
5
月
上
旬
頃
に
は
山
一
面

が
真
っ
赤
に
染
ま
り
、
山
頂
展

望
台
か
ら
は
、
市
内
を
一
望
す

る
眺
め
と
共
に
色
鮮
や
か
な
つ

つ
じ
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
会
期
中
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
事
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
笠
間
の
春
を
彩
る「
第

48
回�

笠
間
つ
つ
じ
ま
つ
り
」

へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

笠
間
春
の

花
ま
つ
り

まだまだあります。
花の名所！

愛宕山の桜は、4
月上旬のソメ

イヨシノ、ヤマザ
クラから5月上旬の
ボタンザクラまで
長い期間楽しむこ
とができます。

沿道に続く桜の
回廊は見ごた

え充分。約1,500個
の提灯が飾られ、夜
になると桜がライト
アップされます。春
色を昼夜に満喫でき
るまつりです。

会 期  3月30日（土）～5月6日（月・振）
会 場  愛宕山大駐車場（泉99）

問い合わせ  （一社）笠間観光協会 TEL 0296-72-9222

会 期  4月6日（土）～13日（土）
会 場  北山公園（平町1416-1）

問い合わせ  TEL 0296-77-0216（深澤宅）

あたご山 桜まつり北山公園桜まつり・ファイナル

第
48
回
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4月13日（土）〜5月6日（月・振）
笠間つつじ公園（笠間616-7）
大人（高校生以上）500円
※団体割引（20名以上）100円引
※中学生以下および障がい者手帳をご提示のお客様は無料
　（障がい者1名につき介護者1名は無料）。

開催期間

場　所

入場料

問い合わせ （一社）笠間観光協会　TEL0296-72-9222

笠
間
春
の

花
ま
つ
り

境内に咲く約
17 , 000株

の石楠花は、色と
りどりに春の景色
を万華鏡のように
艶やかに飾りま
す。

境内にある藤二株
は樹齢400年に

も及ぶ宝木です。大
藤はたわわに咲き誇
り、八重の藤はぶどう
の房のように集合して
咲き、種子をつけない
珍しい種類です。

見 頃  5月上旬～下旬
会 場  鳳台院（箱田2458）

問い合わせ  鳳台院　TEL 0296-72-0024

鳳台院の石楠花 笠間稲荷神社の八重の藤・大藤

見 頃  5月上旬　 会 場  笠間稲荷神社（笠間1）
問い合わせ  笠間稲荷神社　TEL 0296-73-0001
　　  http://www.kasama.or.jp
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募　集　中

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg. jp/mobile

人口と世帯数 ●人　口：74,879人（−66人）　男�36,661人（−33人）　女�38,218人（−33人）
●世帯数：28,933世帯（＋3世帯）　●1月の出生数：30人　●1月の死亡数：113人

《常住人口2.1現在》
（　）内は前月比較

かさまぽけっとアドレス http://kasama-pocket.jp【問い合わせ】子ども福祉課 TEL0296-77-1101（内線162）

115

　お子さんの急な病気や発熱で、保護者の方が仕事を休めず、家庭での保
育を行うことが困難な場合に、看護師・保育士が専用の部屋で一時的にお
預かりします。
●対象児童（下記のすべてを満たす場合）
　1.�生後6か月～小学校6年生までの市内に住所を有するお子さん
� または　市内の事業所に勤務する保護者のお子さん
　2.��お子さんが病気やケガなどの回復期に至らない場合で、集団での保育

が困難であること。
　3.�保護者の勤務の都合等により家庭での保育が困難であること。
●対象となる疾患
　・かぜ、消化不良などお子さんが日常かかる疾患
　・インフルエンザなどの感染性疾患
　　※受入れ時の体温が39.0℃までお預かりが可能です。
●利用日／月曜日～金曜日　●利用時間／午前8時～午後6時まで
●利用期間／連続7日まで　●利用定員／1日の利用定員3人（予約優先）
●利用料金／市内に住所を有する方…1日2,000円・半日1,000円
　　　　　　市内事業所勤務の方……1日2,500円・半日1,500円
●利用申し込み　事前の登録が必要となります。
※詳しくは、かさまぽけっとホームページをご覧ください。
※利用登録については、毎年度、更新手続きが必要となります。

地域医療センターかさま内「病児保育室」

　今年は茨城県で国体が開催されます。笠間市では正式競技の軟式野球、クレー射撃、
ゴルフ（女子・少年男子）、デモンストレーションスポーツの合気道が開催されます。
　今回はそのなかから合気道についてご紹介します。

笠間市開催競技紹介 合気道

合気道とは
　合気道は、開祖植

うえしば

芝盛
もりへい

平
翁
おう

（1883〜1969年）が日本
伝統の武術の奥義を極め、
さらに厳しい精神修行を経
て創始した現代武道です。
合気道は、相手といたずら
に力で争いません。
　入り身と転換の体捌きか
ら生まれる技は、相手の暴
力のみを制するもので相手
の生命を殺傷しません。

笠間と合気道の縁
　合気道の開祖である植芝
盛平翁は、1941年に茨城県
笠間市（旧岩間町）に野外
道場を設置し、合気道普及
の礎となる指導者の育成に
努めました。このことから
笠間市は「合気道の聖地」
と称されています。

昨年のリハーサル大会の様子

開催日時

 8月25日（日）午後5時～7時30分
会　場

 合気道特設会場（笠間市吉岡27-1）
参加者 �

 茨城県合気道連盟に加盟している団体に所属する者
 茨城県内中学校および高等学校等関係者
会場へのアクセス
 電車…�JR常磐線：岩間駅下車　徒歩8分
 車……�常磐自動車道：岩間ICから5分
�� 　　　　　　　友部スマートICから15分
�� 北関東自動車道：友部ICから10分

特設会場を設置し、演武者が日ごろの稽古の成果を披露します。売店や無
料ドリンクコーナーも併設されます。

一般駐車場①…�地域交流センター
いわま「あたご」

一般駐車場②…JR常磐線脇空地

岩
間
駅

至友部駅 至笠間市役所岩間支所JR
常
磐
線

東
口

西
口

カスミ岩間店

Ｐ
②

Ｐ
①

吉岡中央

会場

日吉町東

駐車場案内MAP

【問い合わせ】
いきいき茨城ゆめ国体笠間市実行委員会事務局

（笠間市）TEL�0296-77-1101

ボランティア、協賛企業・団体、
弁当調製業者、売店出店者として

皆さんお誘いの上お越しください。入場無料

病児保育室
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